
経営管理権集積計画のための覚書

１　集積計画対象森林

２　存続

（１）

（２）前項の存続期間終了後は、原則更新しない。

３　受託者の義務

４　租税公課

　森林所有者は、森林に対する租税公課を負担する。

５　取消及び解除

（１）

①

② 森林所有者が当該森林に係る権限を有しなくなった場合。

（２）

６　森林への立ち入り及び施設の利用等

７　不可抗力

（１）

①

②

森林所有者は、森林所有者全員の同意がありかつ瑞浪市の同意がある場合には、瑞浪市
の経営管理権の存続期間の中途において経営管理権集積計画の取消しをすることができ
る。

　（委託者）森林所有者１ 　　　　　、森林所有者２ 　　　　　（以下「森林所有者」とい
う）と（受託者）瑞浪市とは、森林経営管理法に基づく「経営管理権集積計画」の策定につ
き、以下のとおり、「経営管理権集積計画のための覚書」を締結する。

　瑞浪市及び森林所有者は、瑞浪市が本書別紙の経営管理権集積計画（以下「経営管理権集積
計画」という）に記載した森林（以下「森林」という）に、経営管理権集積計画の公告をする
ことにより、経営管理権を設定することを合意する。

経営管理権の存続期間は、令和６年６月１日から令和１１年５月３１日の５年間とす
る。

　瑞浪市は、経営管理権集積計画の個別事項欄に規定したとおり、間伐等を実施するものとす
る。

瑞浪市は、次の場合には、経営管理権集積計画のうち森林に係る部分を取り消すことが
できる。

森林所有者が偽りその他不正な手段により瑞浪市に経営管理権集積計画を定めさ
せたことが判明した場合。

　瑞浪市は、３に掲げる事項の実施のため必要がある場合には、森林に随時立ち入り、森林内
の路網その他の施設を使用することができる。また、瑞浪市が認めるものについても同様とす
る。

天災その他不可抗力（次に掲げる場合を含むが、それに限られない）によって、３に掲
げる事項を実施することが不可能又は不適当になったときは、瑞浪市は、その一部また
は全部を実施しないことができる。

瑞浪市は、瑞浪市の責めに帰すべき事由によって森林所有者に不利益を生じさせ
たときには、その不利益に相当する額を森林所有者に支払うものとする。

瑞浪市の責めに帰すことのできない事由によって森林所有者に不利益が生じたと
きは、瑞浪市は損害賠償責任を負わない。



③

（２）

８　森林所有者の変更

（１）

（２）

９　その他

令和６年５月８日

（委託者）森林所有者１ 住　所 　　　　　

氏　名 　　　　　

　　　　　森林所有者２ 住　所 　　　　　

氏　名 　　　　　

（受託者）瑞　浪　市 住　所 岐阜県瑞浪市上平町１丁目１番地

瑞浪市長 水野　光二

森林所有者は、森林にかかる権利を第三者に譲渡又は設定等する場合には、経営管理権
集積計画及び瑞浪市が設定した経営管理権は承継されるべきものであることをあらかじ
め当該第三者に周知させるとともに、瑞浪市に対してもその旨を通知しなければならな
い。

森林所有者及び森林所有者の相続人または受遺者は、森林について権利の承継、移転又
は喪失があった場合、住所又は名称を変更した場合、その他経営管理権集積計画の記載
事項に変更がある場合には、遅滞なく瑞浪市に申し出るものとする。

　本書及び本書添付の経営管理権集積計画（個別事項含む）に定めがない事項については、必
要に応じて、瑞浪市及び森林所有者が協議のうえ定めるものとする。

瑞浪市の責めに帰すことのできない事由によって生じた森林の損壊については、
瑞浪市は復旧を行わない。

前項の規定により森林に損害が生じた場合、瑞浪市が善良な管理者の注意を怠ったこと
にもとづく部分を除き、森林所有者がこれを負担するものとする。



経営管理権集積計画
所有者氏名：

所在 林班 地目 面積（ha） 現況樹種 現況林齢

瑞浪市稲津町萩原４３番１ 179 ニ-25-2 他 山林 0.6659 ヒノキ 49 森林環境保全のための切り捨て間伐等

乙が経営管理権の設定を受ける森林 権原の

種類
備考

【個別事項】経営管理権に基づいて

行われる経営管理の内容準林班ー小班


